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平山知事も楽しあ
　3月12～13日に行われた「越後まつだい冬の

陣」に平山征夫新潟県知事も出席。あいさつや

鏡割を行っていただいたほか、知事もソリ乗り

やかまくらなどで、「冬の陣」を楽しんでいまし

た。　（写真　かごに乗り入場する平山知事）
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町内教職員人事異動………………⑥
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冬の陣、のっとれ松代城…………⑧

東京発、文芸……………・…・…・⑫⑬
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三
月
七
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
で
、
平
成
六
年
度
予
算
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
昨
年
か
ら
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

会
館
」
な
ど
の
駅
前
整
備
事
業
を
始
め
、
芝
峠
温
泉
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、

町
営
住
宅
の
建
設
（
室
野
）
な
ど
、
「
観
光
、
若
者
定
住
、
社
会
資
本
の
整

備
」
を
重
点
に
、
総
額
で
五
十
二
億
六
千
六
百
七
十
二
万
円
。
昨
年
に
比

べ
三
千
二
百
四
十
二
万
円
、
率
で
O
・
六
％
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
の
総
合
景
気
対
策
（
三
次
補
正
）
に
よ
り
、
六
年
度
に
予
定

し
た
事
業
の
一
部
が
五
年
度
に
補
正
計
上
（
約
一
億
五
千
三
百
万
円
）
さ

れ
た
た
め
で
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
も
平
成
六
年
度
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
伊
沢
地
区
簡
易
水
道
工
事
、
先
進
的
農
業
生
産
総
合
対
策
事
業
に

よ
る
野
菜
生
産
工
場
建
設
（
室
野
）
へ
の
補
助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。

般
会
計

駅
前
整
備
等
に
よ
り

　
　
総
務
費
ト
ッ
プ
に

　
一
般
会
計
は
昨
年
と
同
額
の
三
十

九
億
九
千
万
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
国
の
総
合

景
気
対
策
に
よ
り
、
五
年
度
に
補
正

計
上
さ
れ
た
事
業
が
あ
る
た
め
、
予

算
の
伸
び
が
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
・
県

　
　
　
　
　
　
　
　

支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
二
十
九

億
八
千
七
百
三
十
九
万
円
で
、
昨
年

よ
り
九
千
三
百
八
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
地
方
交

付
税
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
．

39億、9，000万円群会蒲
災舟

特
別
会
計

国民健康保険 3億8，329万円

国民健康保険診療施設 1，898万円

簡　　易　　水　　道 4億　49万円

老　　人　　保　　険 4億7，396万円

一般会計歳入歳出の状況
）
　
　
　
　
）
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務
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木
費
5
億
9
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（15．0％）
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公
債
費
5
億
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，404万円
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　　昌

業罧
幕
9
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●地方交付税

19億　600万円
　　（47．8％）

●町債
4億

7，530万円
（11、9％）

●県支出

　金
3億

6，542万円

●基金繰
　入金
4億

9，145万円
（］2．3％）

●町税
2億

4，029万円
（6、0％）

●その他

⑨鯉

　　　●国庫支出
　　　　金
　　　1億5，293万円
　　　　（3．8％）

●地方譲与税
　　5，516万円
　　　（1．4％）

●自動車取得

諸収入
1億1，565万円（2．9％）
財産収入5，135万円（1．3％）

その他1億　387万円（2，6％）

）
円

6％）
円（0．2％）

●自動
　税交
　2，5
●その

一一自主財源依存財源
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一
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
町
民
税
、
基
金
繰
入
金

　
　
　
ぽ
　

な
ど
の
自
主
財
源
は
、
十
億
二
百
六

十
一
万
円
で
、
昨
年
よ
り
九
千
三
百

八
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
減
少
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

歳
出
で
は
、
総
務
費
が
駅
前
整
備

事
業
や
芝
峠
温
泉
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

な
ど
の
事
業
に
よ
り
、
昨
年
に
比
べ

一
億
四
千
三
百
五
十
三
万
円
、
約
十

六
％
の
増
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
第

一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
四
位
だ
っ
た
土
木
費
が
町
営
住
宅

の
建
設
、
除
雪
車
の
購
人
等
に
よ
り

八
千
七
百
六
十
二
万
円
の
増
と
な
り
、

二
位
に
躍
進
し
ま
し
た
。
替
わ
っ
て
、

芝
峠
温
泉
宿
泊
棟
建
設
の
終
了
し
た

農
林
業
費
が
一
億
六
千
五
百
七
十
六

万
円
の
減
額
と
な
り
、
二
位
か
ら
四

位
に
後
退
し
ま
し
た
。
学
校
統
合
に

よ
り
学
校
数
の
減
少
し
た
教
育
費
も

一
億
八
百
九
十
三
万
円
、
約
二
十
七

％
の
大
幅
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
会
計

今年度の目玉事業
◎第5次水道建設工事　　　　　2億2，535万円

　　　（浄水場施設、管理棟建設　室野）

◎駅前整備事業　　　　　　　　5億2，000万円

　　　（ふるさと会館、駐車場整備等）

1億1，390万円◎芝峠温泉パターゴルフ建設

120万円◎克雪車庫補助事業

1，200万円◎地域ぐるみ除雪活動事業

7，161万円◎町営住宅建設

　　　　（4世帯入居用　室野）

900万円◎下水道建設事業

　　　　　　　（基本構想策定）

㊥⑲0⑪⑭0②＠⑧
（人口は2月末現在4，948人）　（

1人当たり
の予算額

80万6，386円

が
四
億
四
十
九
万
円
で
、
昨
年
よ
り

八
百
五
十
五
万
円
、
約
二
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て

は
伊
沢
地
区
簡
易
水
道
工
事
（
苧
島
）
、

及
び
松
代
町
簡
易
水
道
の
拡
張
工
事

に
よ
る
浄
水
場
施
設
と
、
管
理
棟
建

設
（
室
野
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
国
保

診
療
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
は
、
四

億
二
百
二
十
七
万
円
で
、
医
療
費
・

加
入
者
数
の
減
少
に
よ
り
昨
年
に
比

べ
二
千
九
十
三
万
円
、
約
五
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
保
健
特
別
会
計
は
四
億
七
千

三
百
九
十
七
万
円
、
昨
年
に
比
べ
四

千
四
百
八
十
万
円
、
約
十
％
の
増
と

皆さんから

　頂くお金
　（町税）

　4万8，563円
　　　＼

　　　榊

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
老
人
医
擦

費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
五
年
度
予
算
の
概
要
を
簡
単

に
説
明
致
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の

事
業
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
～

五
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
－

　
依
存
財
源

　
　
　
国
や
県
に
た
よ
る
お
金

注
2

　
自
主
財
源

　
　
　
町
独
自
で
得
る
お
金

3



町〉
長

助
役

樋
口…

蹴
．
灘
撰

　
艦
、
響
倉

　
　
　
欝

　
　
　
　
灘

照
雛
朋
灘

》収
入
役

関
谷
政
和

こ
の
メ
ン
バ

こ
ん
な
仕
事
を

　
今
年
は
下
水
道
建
設
工
事
の
基
本

構
想
策
定
の
た
め
、
建
設
課
に
担
当

職
員
が
一
名
配
置
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
母
三
名
と
栄
養
士
一
名
が

採
用
さ
れ
、
新
し
い
職
場
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
全
職
員
の
所
属
と
、
今
年
の
主
な

事
業
と
予
算
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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課務総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

雄
灘
－
輌
緩
謝
－
－

利
務
　

〃
　
災
通
　

〃
〃

　
庶
財
　
広
防
交
庶

木
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
夫
良
久
蔵
夫
弘
子
美
子

鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津

　
達
一
　
孝
芳
一
慶
広
美

長
藤
藤
野
田
藤
方
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

課
佐
斉
柳
茂
武
佐
西
柳
小

　
○

注　㊥印は副参事　O印は係長

　　太字は新採用

嘱託員行政事務委託　　784万円

広報等印刷費　　　　534万円

町営バス運営費　　　　613万円

地方バス運営費補助　　850万円

交通安全対策　　　．　487万円

上越地域消防負担金6，912万円

消防施設費　　　　　3，120万円

奨学金貸付　　　　　　216万円

新潟県議会議員選挙費183万円

議会事務局
事務局長　山　賀　八　郎

牧　野　恵　子（書記）

6，397万円議会運営費

課務税

猛
）
）
）
）

　
係

　
務
〃
〃
〃

　
税

田
（
（
（
（

　
博
勝
美
広

池
　
　
　
和
政

長
橋
橋
藤
木

課
高
高
佐
鈴

769万円
＼

賦課徴収費

課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
レ
フ
措
セ
老
む
障

　公　男
福　祉）

　〃　）

　〃　）

松代保）

　〃　）

　〃　）

　〃　）

　〃　）

室野保）

　〃　）

蒲生保）

犬伏保）

　〃　）

戸籍住民）

　〃　）
　〃　）
国保衛生）

　〃　）
　〃　）
　〃　）
　〃　）
保健婦）

　〃　）

　〃　）

栄養士）

水　道）

　〃　）

　〃　）

　　　勝
生活指導員）

　1，452万円

肯助325万円

　7，933万円

14，490万円

受助250万円

重度心身障害者医療費補助

　　　　　　　　　　460万円
身体障害者措置事業1，605万円

児童手当　　　　　　441万円

保育所運営費（へき地保含）

　　　　　　　　　9，160万円
国民年金事務費　　　1，273万円

戸籍事務費　　　　　1，571万円

住民健診委託料　　　2，478万円

危険物・ごみ収集委託1，193万円

町営火葬場管理運営費280万円

合併処理浄化槽補助金516万円

第5次水道拡張工事
　（室野地区）　2億2，535万円

伊沢地区水道建設工事650万円
簡易水道特別会計へ1億2，073万円

国民健康保険へ　　　　990万円

老人特別会計へ　　2，400万円
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ー
組
画
　
振
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観
ー
ー
委
峰
　
配

嵩
業
ー
ー
ー
頸
　

〃
域
ー
ー
工
ー
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ジ
利
支

　
産
　
東
企
地
商
農
ッ
副

橋
（
（
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（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
レ
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（

　
勉
雄
彦
男
一
郎
夫
男
孝
広
代
雄
春
郎
ビ
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善
利
明
正
英
則
定
正
孝
幸
博
幸
太
ス
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レ

長
木
　
　
沢
井
谷
藤
堺
岸
井
木
口
木
木
泉
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
配

課
斉
柳
柳
松
菅
関
佐
小
山
若
鈴
石
鈴
鈴
峠
支
石

　
⑳
（
剛
）
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳
＋
之

駅前整備事業、（ふるさと

会館等建設）　　5億2，000万円

観光施設整備事業費　　460万円

産業育成資金貸付事業

　　　　　　　　　1，600万円

森林総合整備事業　　　827万円

ふるさと定住促進対策400万円

林業集落オアシス整備事業

　　　　（海老地区）　610万円

芝峠温泉パターゴルフ場建設

　　　　　　　　1億1，390万円

地域ぐるみ除雪活動事業

　　　　　　　　　1，200万円

克雪車庫補助事業　　　120万円
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土
　
　
　
業
　
機

橋
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
夫
一
栄
一
治
一
敏
茂
郎
一
正
俊
子
郎
芳

高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

　
哲
信
美
幸
栄
壮
恒
　
祥
廣
　
秀
保
益
昌

長
沢
藤
羽
沢
谷
雲
持
岡
橋
村
藤
岡
野
山
木

課
相
佐
萬
相
関
南
米
室
高
仲
佐
室
大
秋
鈴

　
○
○
　
　
　
　
⑳
○

町道整備事業　　1億7，108万円

国県道整備負担金　　2，900万円

克雪対策事業　　1億5，305万円

克雪住宅新規貸付金7，900万円

克雪住宅普及促進事業補助金

　　　　　　　　　　880万円

公営住宅建設事業

　（建築・用地造成）7，161万円

町単農道、圃場等補助金

　　　　　　　　　1，110万円

農道等整備

　　（国、県補助分）8，700万円

林道整備事業　　　　2，882万円

集落道等整備事業　　5，307万円

農免農道、中山間地負担金

　　　　　　　　　8，138万円

下水道建設事業

　　（基本構想策定）　900万円

1醗難覇：

露

赫輝

収入役室
日エ

か
　
　

　
計
納

政
　
会
出

谷
（
（

　
子
男

関
　
月
松

役
堺
口

入
収
小
石

150万円会計管理費

教育委員会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
平
）
）
務
務
務
務
育
）
）
育

　
　
務
　
用
用
用
用
教
館
　
教

昭
浩
　
〃
中
小
小
小
校
民
〃
会

　
　
庶
　
松
松
孟
奴
学
公
　
社

谷
潟
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
　
茂
子
作
儀
子
苗
郎
世
マ
彰

関
西

　
　
　
和
幸
盛
洋
早
一
英
タ

　
長

長
館
賀
谷
口
山
羽
　
川
川
原
口

育
民

教
公
山
関
樋
村
萬
柳
堀
市
桑
樋

　
　
⑳
　
　
　
　
　
○

派遣社会教育主事

赤沼文三

社会教育指導員

古島辰雄

　
　
　
　

　
育

　
体
ノ

　
会
ー

　
社

　
（
　
（

　
夫
明

　
徹
義

館
育
藤
田

体
合
佐
牧

総

7，259万円

4，831万円

小学校管理費

中学校管理費

公民館関係

社会教育振興関係　　　750万円

生涯学習モデル町事業300万円

体育施設整備事業　　　700万円

オアシス21
　　　　　　　つ
　ヤングネットワーク　60万円
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松
代
町
消
防
団
長
に

樋
ロ
堅

樋口堅一消防団長

　
室
岡
忠
俊
消
防
団
長
の
ご
勇
退
に

伴
い
、
四
月
一
日
付
け
で
樋
口
堅
一

副
団
長
（
松
代
）
が
松
代
町
消
防
団

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
樋
口
さ
ん

は
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
三
十
年
間

さ
ん
（
松
代
）

副
団
長
を
務
め
る
大
、
、
ヘ
テ
ラ
ン
で
す
。

町
の
消
防
・
防
災
業
務
に
ご
尽
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

　
退
任
さ
れ
る
室
岡
さ
ん
は
、
昭
和

四
十
一
年
か
ら
副
団
長
、
六
十
年
か

ら
は
団
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
樋
口
副
団
長
の
後
任
に
は

瀬
沼
伸
彦
さ
ん
（
松
代
）
が
就
任
さ
・

れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
当
町
で
は
、
二
月
と
三
月
に
連
続

松代町消防団正副団長
（平成6年4月1日現在　敬称略）

◎団　　長

　　樋口堅一（松代）
◎副団長

野）市室幸山若

吉（池之畑）士
晶川市

代）彦（松伸沼瀬

し
て
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
火

の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し

よ
・
つ
。

　
な
お
、
今
回
の

異
動
に
伴
い
、
正

副
団
長
は
上
記
の

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

ヤ

転
出
さ
れ
た
先
生

「
ご
苦
労
様
で
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

転
入
さ
れ
た
先
生
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
磯
谷
　
正
芳
（
青
海
町
市
振
小
）

〃
　
笹
川
　
　
隆
（
上
越
市
黒
田
小
）

〃
　
沼
屋
　
希
代
（
〃
和
田
小
）

〃
　
手
塚
　
昭
義
（
退
職
）

（
閉
校
）

教
諭
　
福
永
　
栄
二
（
上
越
市
三
郷
小
）

〃
　
市
川
　
綾
子
（
奴
奈
川
小
）

〃
　
武
田
比
呂
美
（
松
代
小
）

〃
　
白
鳥
　
尚
子
（
大
島
村
大
島
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
古
見
　
　
豊
（
上
越
市
高
田
西
小
）

〃
　
丸
山
　
文
雄
（
新
井
市
矢
代
小
）

〃
　
武
田
比
呂
美
（
菅
刈
分
校
）

〃
　
宮
腰
　
淳
子
（
長
岡
市
才
津
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
高
橋
　
浩
輔
（
三
和
村
上
杉
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
岡
田
　
藤
江
（
塩
沢
町
第
一
上
田
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　教教校〃

　諭頭長
　事

務

（
閉
校
）

高
城
武
四
郎
（
浦
川
原
村
末
広
小
）

石宮内藤竹
口腰山崎内

正
人
（
上
越
市
富
岡
小
）

善
之
（
＋
日
町
市
東
小
）

晴
美
（
柏
崎
市
新
道
小
）

明
子
（
上
越
市
大
手
町
小
）

寿
子
（
退
職
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
増
田
　
健
作
（
浦
川
原
村
中
保
倉
小
）

教
諭
　
山
本
　
善
平
（
大
島
村
菖
蒲
小
）

〃
　
佐
藤
江
美
子
（
新
潟
市
東
山
の
下
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
倉
石
　
正
久
（
青
海
町
青
海
小
）

教
諭
　
平
井
　
修
二
（
上
越
市
直
江
津
中
）

〃
　
市
川
　
綾
子
（
松
代
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
白
川
　
鷹
司
（
名
立
町
名
立
小
）

教
諭
　
伊
藤
加
寿
子
（
糸
魚
川
市
姫
川
中
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
山
岸
　
秀
夫
（
上
越
教
育
事
務
所
）

教
諭
　
青
柳
　
美
徳
（
関
川
村
関
谷
中
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　講　教教ノノ　　　　　　
　師　諭頭

事
務
長

事
務

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭

教
諭

〃　講
師

　講
．

大
塚
　
啓
充
（
佐
渡
高
校
）

本
柳
　
彰
造
（
退
職
）

神
原
せ
と
み
（
六
日
町
女
子
高
）

長
沢
　
徹
哉
（
羽
茂
高
校
）

山
本
　
香
織
（
長
岡
商
茎
局
校
）

　
丸
山
正
治
（
小
千
谷
財
務
）

水
落
　
憲
裕
（
＋
日
町
農
地
）

本小渡佐伊
柳島辺藤藤

義
文
（
新
潟
高
校
）

信
子
（
新
採
用
）

　
守
（
新
採
用
）

　
文
（
＋
日
町
高
校
）

彰
造
（
新
採
用
）

山
川
み
ゆ
き
（
専
修
大
付
属
高
）

　
石
野
敏
行
（
東
頸
農
地
事
）

鈴
木
ま
さ
子
（
＋
日
町
実
茎
口
同
）

6
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最近の米事情

”甑21

最近は、連日のように米に関しての話題がニュースになっています。米は私

　　　　　　　　　iたちの主食で、毎日の生活の必需品ですから、関心の高さもうなづけますが、

　　　　　　　　　1昨年の米の不作と外米の輸入が始まってからは、米の売り惜しみや米泥棒など

　　　　　　　　　：今まで見られなかった現象が起きています。

　　　　　　　　　　　昔は一人が食べる米の量は、一年問で！石（150kg）2俵半、田んぼの面積で
i　　　　　　　　　　　　　l
l　ヵリフォルニアの日系二iいうと一坪の面積からとれる米の量が一人が一日にたべる量だと聞いていまし
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i世、エドワード・国府田が育1た。
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
1てた米で1948年（昭和23年）iところが最近の統計によると、日本人の平均は一人一年間で7・kg程度になり、

1に品種登録されています。　i
iこの品種の元は、佐賀県i食べる米の量は昔の半分になってしま）’ました・ほとんどの主食をご飯に頼っ

1農業試験所が明治28年に開　iていたのが、パンやめん類などに入れかわり、それだけ日本の食文化も多様化
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i発した「渡船（わたしぶね）」1したと言えるわけです。日本で食べる必要な米の量は、国内で生産される米で
iが親種になっています。こ　l
l　　　　　　　　　　　l十分だけでなく、あり余るほどあったために減反までして、生産量を調整して
1れが農業移民とともにカリ　i
iフォルニアに渡り、品種改iきました。
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
1良が重ねられたのがカリフ　1　昨年の米の不作で、急遽外米の輸入となったわけですが、主食の米は私たち
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i麓轟茗翻濫器iの健康に直接かかわることですから深刻な問題になっているわけです・

i　　　　　　　　　　　　！　世界では、食糧不足で餓死者が出ている国もあり、憂慮されています。現代
i　E76」で日本人好みの丸型　l
i中粒種です．　　　　　　　iは飽食の時代といわれ、米に関しては比較的無関心だった私たちですが、この
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
i　食味が良く現地φ日系人　i際、日本の食文化や世界の食量事情について学習を深めて見てはいかがでしょ

iにも人気があるそっです。　i、
l　　　　　　　　　　lつか。i米不足で緊急輸入され話題　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

iになっています。　　　　　i
し4＿’＿ノ＿ρ＿’＿『＿’＿」＿’＿8＿ダ＿’＿’＿’＿’＿’＿」＿ρ＿’＿グ＿び＿’＿4＿’＿4＿’＿夕＿タ

　
国
民
年
金
は
、
不
慮
の
事
故
や
お

年
寄
り
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。

　
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
、

全
貝
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
種
別
は
「
第

一
号
被
保
険
者
」
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
卒
業
後
、
会
社
な
ど
に
就
職

し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

す
る
と
、
　
「
第
二
号
被
保
険
者
」
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
際
、
国
民
年
金

の
種
別
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
で
、

厚
生
年
金
等
へ
の
加
入
が
確
認
で
き

る
書
類
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
　
「
第
一
号
被
保
険
者
」
か

ら
「
第
二
号
被
保
険
者
」
へ
の
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
切
な
手
続
き
で
す
か
ら
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
年
金
手
帳
は
一
人
に
一
冊

で
一
生
を
通
じ
て
使
用
す
る
も
の
で

す
。
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

す
る
手
続
き
は
、
事
業
主
が
行
い
ま

手続きを

忘れずに

　ね〃

W）

す
の
で
、
在
学
中
に
受
け
と
っ
た
年

金
手
帳
は
、
必
ず
就
職
先
の
事
業
主

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金

学
生
の
皆
さ
ん
！

就
職
し
た
ら

　
権
利
変
更
届
を

　
　
　
　
忘
れ
ず
に

7



禦
7
厘
麺
緩
ま
つ
た
い
鑑
・
蟻
の
陣

湿
目
悶
驚
繭
露
五
蕃
撒
の
媒
出

　
　
　
灘
．

　
　
　
ぴ

，
縷
麟
講
脚

擁

趨

i窒ミ

轟

無
纏
郷
曝
．

離
・
・

蕪…篇
濃

響
．
、
灘
欝

練

◎
溜

霧雄

綿
飛

，
髄

ソリ遊びを楽しむ平山知事

終日たくさんの人でにぎわった

食い倒れ横丁

欝
・

平
山
知
事
も
こ
注
文

雪上ステージでは

　歌と踊りが華やかに繰り広げられた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Io　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Io　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r一　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼I　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　覧1　　　　　　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　町一　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　一I　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　l一　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　〇I　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　l－　　　　　　　　　lo　　　　　　　　　“　　　　　　　　覧5　　　　　　　　”　　　　　　　，O　　　　　　　h　　　　　　　，9　　　　　　－1　　　　　　1』　　　　　　1■　　　　　一一　　　　　閣■　　　　　1■　　　　h　　　　－5　　　1一　　　一酢　　亀』　　Io　馳・　Io　－1
』

　
　
　
　
　
う
ノ

　
　
　
　
　
、
　
墨
ノ
’

　
　
　
　
　
負
　
　
タ
グ
♂

　
　
　
　
　
。
ノ
。
．
’

　
早
い
も
の
で
、
も
う
七
回
目
を
迎

え
た
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
。
今

年
も
三
月
十
二
日
、
十
三
日
の
二
日

間
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

二
日
間
で
延
べ
一
万
五
千
人
（
昨
年

よ
り
四
千
人
増
）
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
平
山
知
事
か
ら
開
会
式

に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
東

京
松
代
会
一
行
百
十
二
名
や
、
世
田

谷
区
の
津
吹
金
一
郎
教
育
長
を
始
め

と
す
る
一
行
約
二
十
名
が
訪
れ
る
な

ど
、
「
冬
の
陣
」
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
冬
の
陣
」
は
、
「
じ
ゃ
ま
も

の
」
「
や
っ
か
い
も
の
」
の
雪
を
逆
に

利
用
し
て
楽
し
む
、
い
わ
ゆ
る
親
雪
、

遊
雪
の
観
点
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
都
会
な
ど
と
の
交
流
を
深
め
、
ひ

い
て
は
町
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う

と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
毎
年

着
実
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
食
い
倒
れ
横
丁
も
、

昨
年
か
ら
町
内
有
志
に
よ
る
出
店
と

な
り
、
出
店
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
に

も
貢
献
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
発
展
を
期
待
し
、

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
冬
の
陣
を
、
写

真
で
も
う
一
度
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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沸後

　
，
講
置

〆
甑

き大会

たくさんの人力
「ハッケヨイノコッタ」

思わず力の入る雪中

松代相撲

り
／へ・
　　、

　　　　雪の郭展
麹　

　
　
励

欝
も

ギ葉輿アーの忍者集団

「ジャパンアクションクラブ」

による忍者公演

一雪中松代相撲結果一

小学生（男子）

　1位　市川　悟司（池之畑）

　2位　若井　正広（松　代）

小学生（女子）

　1位室岡聡子（松代）
　2位鈴木加奈子（松代）

一　般

　1位樋口　直樹（高柳町）
　2位　関谷　利良（松　代）

　3位　小堺　光夫（蓬　平）

㎏
曲

聾
、

灘

懸

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ぽ
ー
い
ず
に
よ

る
楽
し
い
お
笑
い
コ
ン
サ
ー
ト

饗

麟
驚

難
．
、

建
設
機
械
の
試
乗
・
体
験
コ
ー
ナ

ー
㊤
、
き
ん
と
雲
や
天
守
閣
（
ふ

わ
ふ
わ
松
代
城
）
㊨
は
子
供
た
ち

に
大
好
評

，一，1一、，，，，1・”155，，｛騒9，III・一1Il一臼，1”11”Igl”11一，1－5”｝6’、・10一”11”III”01”・1’”覧』・10”、”・1”、・・1’”1』・，1’”11一・・，一”11…5’”Il…1’”閣1一・11’’”1”・5川1…1一”’1一・・II”1・”1”『’閣｝’1’、”1｛1…1”葛｝”1｝匹’、”005”｝’”11…’一“｝一’、・・1一1”｝』”’｝1’臼、一6・1’”｝10』』1”・’昼0、・・1”、5・1’5”｝’”｝’臼、・・1’”、・・1’”’｝05’”h－1’”、・’”“｝’一㌦00匹』、一・1””｝’”’1一”、・一1川1・・，｛1・・1’”、8・’”』｝’”’1一・・’”ol｝””｝’一、・・””｝”、

協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
新
潟
県
建
設
業
協
会

　
　
ふ
わ
ふ
わ
松
代
城

　
　
建
設
機
械
体
験
コ
ー
ナ
ー

◎
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
雪
中
松
代
相
撲

◎
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

　
　
冬
の
陣
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

雪
上
み
こ
し

　
　
生
き
！
生
き
合
戦
結
果

総
合
優
勝

　
松
代
城
の
鎧
武
者
み
こ
し
（
室
野
区
）

手
作
り
部
門
賞

　
宝
船
み
こ
し
（
蓬
平
　
蓬
和
会
）

活
き
！
活
き
！
部
門
賞

　
犬
伏
ビ
ン
ビ
ン
み
こ
し

　
　
（
犬
伏
　
け
や
き
の
会
）

審
査
員
特
別
賞

　
竿
灯
宝
船

　
　
（
千
年
み
こ
し
を
か
つ
ご
う
会
）
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城　　主（1位）

加藤　　隆さん（中郷村）

城代家老（2位）

島田　博行さん（津南町）

侍大将（3位）
宮澤　　充㌦（箏晶雪）

襲
刈
平
圃
描
瑠
翻
齢
跳
齢
編
欝
翻
矯
顎
平
魏
課
糊
響
熱
謂
瓢
淵
灘
翻
淵
齢
器
隅
醐

敬
位
菅
蓬
西
上
松
大
柿
上
名
柏
長
＋
＋
上
＋
上
安
新
上
上
安
＋
大
＋
中
蓬
中
柏
西
＋
吉
荒
中
長
上
新
西
糸
上
山
堀
上
上
上
三
吉
松
寺
頸
＋
能
新
能
吉
川

鷺
掌
灘
態
雛
敦
淵
徹
畿
修
簸
鷺
実
舗
薦
晃
・
漂
誠
麗
明
麟
浩
隆
守
辞
眞
製
修
蹴
儒
矯
竣
厳

　
　
谷
井
崎
島
澤
沢
藤
森
内
原
内
野
田
川
津
田
野
藤
崎
中
谷
雲
崎
崎
楽
堺
崎
沢
藤
口
訪
賀
間
川
山
藤
部
川
川
藤
川
井
田
間
野
倉
見
谷
十
藤
野
井
野
内
山

　
　
関
若
山
北
相
柳
佐
小
竹
柳
山
水
藤
玉
根
武
松
佐
山
田
長
南
宮
山
吉
小
岩
前
佐
山
諏
瀬
本
古
横
加
倉
内
中
斉
井
金
森
高
清
白
大
長
五
加
伊
菅
高
竹
若

　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

　
　
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5

＿鋼．『蹴鰯翻
▲村山達三隊長を先頭に入場する349人の戦士

349人が新城主を目指す

加
藤

隆
さ
ん

　
加
藤
隆
さ
ん
（
中
頸
城
郡
中
郷
村
）

の
三
連
覇
か
、
は
た
ま
た
新
城
主
の

誕
生
か
、
と
注
目
を
集
め
た
今
年
の

「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
。
し
か
し
軍

配
は
加
藤
さ
ん
に
上
り
、
見
事
三
連

覇
を
な
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
昨
年
よ
り
差
が
な
く
、
苦
し
い

戦
い
で
し
た
」
と
感
想
を
語
り
、
「
来

年
も
出
場
し
ま
す
か
？
」
の
質
問
に

は
、
「
来
年
は
後
進
に
譲
り
た
い
」
と
、

三
連
覇
を
機
に
引
退
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
引
退
さ
れ
て
も
、
こ
の

偉
業
は
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
加
藤
さ
ん
ご
苦
労
様
で

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
来
年
は
あ
な
た
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
し
た
。
「
我

こ
そ
は
」
と
思
う
方
、
今
か
ら
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
始
め
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
昨
年
ま
で
「
騎
馬
止
め
」

「
馬
落
と
し
」
等
の
砦
を
作
っ
て
い

た
駅
周
辺
が
、
ふ
る
さ
と
会
館
建
設

な
ど
の
駅
前
整
備
事
業
が
始
ま
っ
た

た
め
、
コ
ー
ス
を
一
部
変
更
、
町
民

グ
ラ
ン
ド
や
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
を
利

用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
移
動
し
な

い
で
競
技
が
見
れ
る
」
と
、
観
客
に

は
大
変
好
評
。
来
年
は
「
ク
ロ
カ
ン

コ
ー
ス
に
も
っ
と
砦
を
増
や
し
た
い
」

と
、
ス
タ
ッ
フ
は
早
く
も
来
年
の
構

想
を
練
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
は
「
仮
装
大
賞
」
（
賞

品
1
ー
サ
イ
パ
ン
旅
行
）
の
新
設
も
予

定
し
て
お
り
、
見
る
人
に
と
っ
て
も
、

出
場
者
に
と
っ
て
も
、
大
変
楽
し
み

な
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
と
な
り

そ
う
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
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、
／
r

「
エ
イ
！
エ
イ
！
オ
ー
」
村
山
隊
長
の

勝
ち
ど
き
で
突
撃
開
始

触
．

轟
鐸
ヤ

欝

漿

か
欝
．

憲

難
｛

聯
倉
認

3年連続城主となった

　　加藤　隆さん（中郷村）

高
所
恐
怖
症
の
方
に
は

お
気
の
毒
な
「
騎
馬
止

　
め
破
り
」

ス
リ
ル
満
点

　
「
地
獄
谷
渡
り
」

思
わ
ず
足
も
す
く
む

「
戦
場
に
架
け
る
橋
」

第7回

冬
の
陣
こ
寄
付

◇
㈱
高
橋
組
（
松
之
山
町
）

◇
東
京
松
代
会

◇
渋
谷
チ
ー
ム
（
東
京
都
）

◇
萬
羽
三
蔵
（
東
京
都
）

◇
東
京
松
代
会
幹
事
長
　
関
谷
　
孝

◇
関
谷
太
平
（
菅
刈
）

◇
世
田
谷
区
教
育
長
津
吹
金
一
郎

◇
世
田
谷
区
教
育
委
員
会

◇
㈱
大
和
電
建

◇
し
ぶ
み
農
業
共
同
組
合

◇
㈱
松
代
総
合
開
発

一
覧

（
敬
称
略
）

　
　
五
〇
、
O
O
O
円

　
　
一
〇
〇
、
○
○
○
円

　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
二
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
一
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

野
外
活
動
用
タ
ー
プ
五
張

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ー4
型
二
台

電
気
掃
除
機
一
台

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
一
台

　
米
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
宿
泊
券
三
名
分

　
　
入
浴
券
四
百
名
分

◇
室
野
三
六
商
会
　
　
　
　
　
　
く
い
だ
お
れ
横
町
給
水
工
事
一
式

　
ご
寄
付
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聯
伏
欝
胴
平
響
平
蜘
代
櫛
鷺
鋸
熱
御
群
鷺
繍
鷺
糖
齢
野
聯
雛
灘

ホ
犬
女
松
津
山
口
同
蓬
糸
上
莇
刻
松
上
十
新
堀
渋
能
川
柏
新
上
青
上
上
柏
十
柏
浦
上
頸
十
新
柏
吉
新
柏
室
十
上
新
上
上
上

　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糊
説
稔
欝
監
㌫
学
課
翻
硝
卓
無
守
纏
貴
健
徹
疎
監
強
缶
蔵
騰
擁
覇
難
雛
清

山
嶋
　
原
木
口
堺
苅
矢
橋
　
口
藤
林
藤
田
藤
崎
平
木
林
邉
山
山
川
藤
落
木
滝
施
瀧
沢
谷
部
村
部
木
藤
山
斐
井
鷹
田
山

樋
小
　
福
鈴
樋
小
保
松
高
　
樋
武
小
伊
本
斉
山
大
植
小
田
丸
青
宮
佐
水
鈴
大
布
大
松
長
阿
市
阿
鈴
近
儀
甲
松
大
竹
小

9
0
　
1
2
3
4
5
6
7
　
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
6
　
6
6
6
6
6
6
6
　
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1

遠島者
（サイパン島）

上越市

田中達人さん

新潟市

加藤康洋さん

上越市

池田勇一さん

十日町市

田村統一さん

新潟市

梅木和吉さん

特別賞

米持　英雄さん（室野）

（第1回から連続出場）
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ー
　
崎
に
住
居
を
構
え
て
三
十

　
ロ

　
」
　
　
年
程
た
ち
ま
す
。
遠
い
空

　
　
　
　
　
　
　
お
も

か
ら
ふ
る
さ
と
を
想
う
の
に
、
　
「
東

京
松
代
会
」
や
「
ま
つ
だ
い
」
と
い

っ
た
広
報
で
し
か
、
な
か
な
か
ふ
る

さ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

広
報
が
届
く
度
に
、
ふ
る
さ
と
の
川

の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
や
、
鳥
の
声
、
緑

の
香
り
、
空
気
の
に
お
い
や
ら
で
満

腹
に
な
る
様
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ

だ
け
自
然
に
飢
え
て
い
る
の
か
な
、

と
、
ふ
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を

　
　
　
　
　
　
ふ
と
想
つ
て

（川崎市在住　会沢福屋）

赤

　
そ
ん
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
と
、

突
然
、
足
が
ふ
る
さ
と
に
向
っ
て
し

ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
少
し
前
ま
で

は
、
三
国
峠
や
清
水
ト
ン
ネ
ル
を
使

っ
て
帰
郷
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
現

在
で
は
道
路
が
整
備
さ
れ
、
大
変
楽

に
、
時
間
的
に
も
楽
に
帰
郷
出
来
る

様
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
人
間
と
は

不
思
議
な
も
の
で
、
近
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
い
つ
で
も
行
け
る
、
と
い

う
気
持
が
で
て
し
ま
い
、
な
か
な
か

暇
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
こ
の
頃
で
す
。

　
た
だ
、
一
年
中
で
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
主
人
共
々
楽
し
み
に
し
て
い

る
行
事
が
あ
り
ま
す
。
　
”
松
代
町
や

ぶ
こ
ざ
き
の
会
”
で
催
し
て
い
る
「
山

菜
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り
ツ
ア
ー
」
で
す
。
雄
大
な
自

然
に
抱
か
れ
な
が
ら
の
こ
の
ツ
ア
ー

池
　
ミ
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に
参
加
す
る
事
が
、
ど
れ
ほ
ど
生
活

　
の
活
力
に
な
る
こ
と
か
、
そ
れ
ほ
ど

　
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
で
も
あ
り

　
ま
す
。

　
　
都
会
に
住
ん
で
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る
と
、
昔
の
ま

　
ま
の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
欲
し
い
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願
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
後
に
、
自

　
然
と
は
人
間
の
手
で
は
な
か
な
か
作

　
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
自
然
の
あ

　
り
が
た
み
を
忘
れ
ず
、
日
々
生
活
を

　
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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東
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の
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住
所
移
転
の
時
は
連
絡
を

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
、
お
手

数
で
す
が
「
松
代
町
役
場
広
報
係
」

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
広
報
が
届
か
な
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っ
た
り
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
願
い
致

し
ま
す
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堂
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を
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で
ふ
く
ら
ま
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人

け
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つ
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雪
に
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る
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何
も
せ
ず
一
ト
日
過
ご
せ
し
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隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

雪
女
村
入
口
に
身
づ
く
ろ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

啓
蟄
や
旅
に
出
で
よ
と
子
の
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰
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索
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や
村

劾
面

郵

新
学
年

　
　
　
　
り
　
　
　
巳

　
　
　
ぐ

　
今
度
こ
ヤ

　
　
か
ん
は
り

　
　
　
　
ま
す

《
籍
り
り

自
〕
〈
η
で

自
ハ
刀
に

ム
「
チ
を

打
ぢ

頭
を

た
た
き

し
か
り
う
け

義
な
か
ら

勉
強
ピ
よ
・
）

と
思
・
）
の
た

　
げ
ごぐ

悲こ

小

学

綾

　
　
　
し
　
　
う

　
　
　
．
当
底

　
　
　
　
毯
・
ノ
　
金

　
　
　
　
　
　
　
循

ロ

と
シ
ッ
　
　
　
　
ζ

　
　
　
　
　
　
Q

　
　
L
k拶

　
庭
の
禦
恭

　
　
㎜
才
㎜
蒙
粟
幾
ス
鰯
篶
ソ
爵
雛

　
　
　
　
　
｛
串
潔
環
ウ
ゲ
科
》

　
俗
名
ユ
キ
ワ
リ
ソ
ウ
と
言
う
。
山

地
の
林
の
下
に
生
え
る
。
本
洲
日
本

海
側
の
山
形
県
よ
り
南
に
分
布
す
る

多
年
草
。
ス
ハ
マ
ソ
ウ
や
ミ
ス
ミ
ソ

ウ
と
区
別
し
に
く
い
が
、
そ
れ
ら
に

く
ら
べ
て
葉
と
花
が
大
形
。
地
下
茎

は
節
が
多
く
、
斜
め
上
に
伸
び
、
丈

夫
な
ひ
げ
根
を
出
す
コ
花
は
直
径
b

　
　
　
　
　
　
　
　
～
％
セ
ン
チ
で

白
、
ピ
ン
ク
、

赤
紫
な
ど
。
つ

ぼ
み
は
下
向
、

花
が
開
く
と
上

を
向
く
．
花
が

終
る
と
葉
が
伸

び
出
す
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
勝
・
9
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
リ
。

　
　
5
分
で
初
段
、
3
分
以
内
で
3
段

　
　
以
上
。
難
問
。
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　睡◆＿＿＿＿一一一一一融◆一一一一一一一一一一“◆岬煙岬齢岬陣岬砂峰融てド輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

事業所名簿整備調査に

ご協力お願いします。

　　事業所統計調査は、全国のす

1べての事業所を対象として、事

1業の種類や従業者数など事業所
‘
1に関する基本的事項を調査する

1ものです．

1　この結果は、国、都道府県、
◆

1市町村における経済・社会政策

1の立案推進に活用されるなど極
◆

1めて重要な役割を果たすもので

1す。
‘
≒　今回の事業所名簿整備調査は、
全

i平成3年事業所統計調査以後の
1事業所の新設や廃業、事業の種
◆

1類や従業者数などの異動状況を

1簡易な方法で調査して事業所の
◆

1変動状況を明らかにするととも

1に、事業所名簿の補正・整備を
‘
≒行い、各種統計調査の基礎資料
全

1としての利用に供することを目
◆

的として以下により実施される

ものです。

（1）調査の期日

㌧＿◆＿砂◎“ゆ＿、＿＿＿◎砂ψ砂＿＿一φ世一◆融ψ融◆砂◆酔◆瀞一◆融一ψ“一一一◆砂一φ一

克雪共同車庫
　建設費一部助成
町では、冬期間の除雪路線に

おいて、克雪共同車庫を建設す

る場合、今年度よりその費用の

一部を助成することにしました。

1．補助金を受けることができ

　る方は

　3世帯以上が共同で3台以上

の普通車を格納出来る克雪車庫

を新築する方

2．補助金の額は

　車1台につき20万円を限度と

してそれ以内の額とします。

3．対象となる克雪共同車庫は

　耐雪型（一般的なカマボコ型）

や自然落雪型・高床落雪型等に

なります。　（越冬用仮設は対象

となりません）

4．申し込みは
　農地転用・占用許可・建築確

認申請等関係法令の届けを済ま

せた上で、事業開始30日前に交

付申請が必要となりますので、

詳しくは、役場産業企画課窓口

までお問い合わせ下さい。

　調査は平成6年4月20日現在　1

によって行います。　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　‘
（2）調査の対象　　　　　　　　　1

　調査の対象は、事業所統計調　1

査の対象となるすべての民営の1
　　　　　　　　　　　　　　全
事業所です。　　　　　　　　　1

（3）調査の方法　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　◆　調査は、調査員が事業所を訪　1

問し、　『調査票』によ｝）、対象　1

　　　　　　　　　　　　　　◆事業所の事業主の方から聞き取1
る方法により行います。ただし、1

新設事業所については、事業主1
　　　　　　　　　　　　　　◆
の方に直接『調査票』に記入し　1

てもらいます。　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　◆
　調査員が訪問しましたら、ご1
協力よろしくお願いします。　　1
　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　◆

遷路爽通法磯亜

改正される運転免許証の
　有効期間と更新手続き

　改正道路交通法が、本年5月

10日から施行され

o更新日において、5年以上継

　続して免許をうけていること

○道路交通法の遵守の状況が優

　良な者として政令で定める基

　準に適合する（5年間無事故、

　無違反）こと

の二つの要件を満たす者を優良

運転者とし、運転免許の有効期

間を5年（高齢者の例外あり）と

するメリット制が導入されました。

　ただ、これまでは免許証の有

効期間が一律に3年となってい

ましたので、過去5年間の違反

歴に関する資料が蓄積されるま

で（改正法が施行されてから2

年間）は、要件を緩やかにして

3年間とするかわりに、もう一

つの要件である継続して免許を

うけている期間を5年よりも長

い8年間とする暫定措置がとら

れます。

δ

～

　　　肘．　ん
中村和哉くん
　　5歳　后
清水　さたろう
　　　　　　　　δ

（
見

　　　とも・　て
若月友美曳
　　5歳　わ
松代　さかみや

　　　ゆう　　た
斉藤裕太くん

　　5　歳
田野倉　てっきょう

つ

，
●

’
●

縣魑湖のあ翻繰園
　　顕灘一撫鍵臨募桑

　建設省・林野庁では平成6年

度の「森と湖に親しむ旬間」（7

月21日～31日）の全国行事とし

て「森と湖のある風景画コンク

ール」を行います。

　洪水を防ぎ、渇水に備えるダ

ムと森。水と緑は仕事や暮らし

になくてはならないものです。

そして、私たちの心のふるさと

です。　「森と湖のある風景」を

描いた絵をどしどし応募してく

ださい。くわしい応募要領のチ

ラシは役場総務課広報係にあり

ますのでご覧ください。

問い合わせ等

ダム水源地環境整備センター内

　風景画コンクール作品募集係

電話　03（3263）9051（代）
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公民館講座
「初歩の茶道教室」
　　　　　　　開催

　昨年、大好評でした初歩の茶

道教室を開催します。ふるって

参加をお願いします。

期日5月中旬～7月中旬
　　　　毎週水曜（10回講座）

時　間　夜7時30分～

　　　　　　　9時30分
会　場　総合センター

募集人数　10人程度

　　　　高校生以上、男女は問

　　　　いません。

経費1500円／10回
講　師　赤沼文三（裏千家）

申込み　公民館に申し込み用紙

　　　がありますので、それに

　　　よって申し込み下さい。

　日本赤十字社は活動のその主

たる財源を『社貝』が支える特

殊法人です。ここでいう『社員』

とは、赤十字の行う人道的諸活

動を支えるために、毎年500円以

上の資金（社費と呼んでいます）

を拠出くださる方々のことをい

います。社員は、個人はもとよ

り、法人でも加入することがで

きます。こうした社員を幅広く

募り、赤十字活動の基盤をより

強固にするために、5月を社員

増強月間として運動を展開して

います。

　みなさまからの社員への加入

をお願い申し上げます。

15

歯裟拳響焚鐵爽災防建運勤

4月15日～5月14日

　　融雪とともに山は芽ぶきを迎

　えることから、入山する人々が

　多くなり、毎年この時期山火事

　が多く発生しています。

　　次のことに注意し事故をおこ

　さない様にしましょう。

　　1．空気乾燥中や風のある日

　　　には野焼き・．焚火等は行わ

　　　ないこと。

　　2．焼却中は、絶対その場を

　　離れないこと。

　　3．水バケツ等の準備と後始

　　末を完全に行なうこと。

　　4．外でのたばこの投げ捨て

　　はしないこと。

　　5．かなりの煙等が発生する

　　場合は事前に分遣所へ連絡

　　すること。

　　　　　　　／＼
　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　1　一ド』〆　　　0㌔．，』・・．㌔：
」弼碗尊γ　、・一・メ、　　＝●ρ
！　、　　1　　　．・・　9，．
　■　‘　　・ずぐ・“・

　　　　　　つ　　　　　へ　　　r
　　　l－　　　」
　　　　　　　　　　　

のゆ

N　特傑
‘』5．r』、　，なぺを貧＼”臼．・∴1・．」

婦人電気教室ご案内

期　　間

　平成6年5月～11月　6回コ
　ース　毎月1回第3水曜日

　午前中　8月は休み

開講日
　平成6年5月18日（水）午前9

　時30分～

講座内容

　電気の基礎知識　修理実習

　施設見学　200ボルト機器を

　使った料理実習など

受講料
　ひとり1，000円その他に、教

　材費の実費はいただきます。

定　　員

　30名

申込締切

　平成6年4月30日

申込先　東北電力㈱十日町営

　業所　お客さまサービス課

　艶152－3107　内線352

出稼者の皆さんへ

　社保から国保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い

いたします。

◎国保への届け出は回日以内に

こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

国
保
を
脱
退

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

そ
　
の
　
他

馴多学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証

　町では昨年に引き続き、　「広

報まつだい縮刷版」　（第2巻）

の発刊を予定しています。この

歴史的にも貴重な資料を安価で

販売し、一人でも多くの方から

ご購入いただくため、現在ご寄

付をお願いしています。ご寄付

をお願いできる方は、5月6日

（金）までに役場総務課広報係

までご連絡ください。なお、甚

だかってではありますが、寄付

は一口5，000円とさせてい
ただきます。ご寄付者のご氏名

は、縮刷版に掲載させていただ

きます。

　縮刷版第2巻のお申し込みは

後日（5月中）、申込書を回覧

致しますので、その時にお申し

込みください。
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ま
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。
こ
の
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病
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中嶋恵美子さん（海老）

思
い
ま
す
．

　
私
は
、
こ
の
松
代
町
に
U
タ
ー
ン

し
て
来
て
、
早
い
も
の
で
一
年
以
上

に
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
こ
ろ
は
何

を
す
る
に
も
不
便
な
田
舎
が
い
や
で
、

早
く
こ
の
町
を
離
れ
た
い
、
と
い
う

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
す

が
、
ま
た
、
こ
の
町
に
U
タ
ー
ン
し

て
来
て
学
生
の
こ
ろ
と
は
違
い
、
だ

ん
だ
ん
と
こ
の
町
の
良
さ
と
い
う
も

の
が
わ
か
っ
て
来
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
今
、
私
は
小
林
美
容
室
で
見
習
い

と
し
て
働
き
な
が
ら
通
信
教
育
で
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。
家
に
帰
っ
て
か

ら
勉
強
と
い
っ
て
も
、
中
々
手
に
つ

か
ず
大
変
で
す
が
、
美
容
師
の
資
格

が
取
れ
る
ま
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
冬
、
十
一
月
か
ら
三
月
の
間
、
松

和
寮
で
寮
母
と
し
て
、
小
学
五
年
生

の
女
の
子
と
生
活
を
し
ま
し
た
。
彼

女
は
一
人
で
何
ん
で
も
で
き
、
寮
母

と
い
っ
て
も
友
達
み
た
い
な
感
じ
で

一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
卓
球
を
し
て

遊
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
二
人
で

大
笑
い
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に

な
っ
て
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り

と
、
頼
り
な
い
寮
母
で
し
た
が
、
二

人
で
楽
し
い
生
活
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
毎
日
、
規
則
正
し
い
生
活
が

で
き
、
自
分
の
為
に
も
な
り
、
と
て

も
よ
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
小
林
美
容
室
に
は
腕
の

良
い
先
生
と
先
輩
、
そ
れ
に
元
気
な
、

気
付
け
を
や
っ
て
い
た
だ
く
と
日
本

一
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
、
心
か
ら

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

固圃《》團回
（2月26日～3月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

小堺春樹・柳ゆか詑）さん

　　　　　（蓬平・かんねん）

　げんきな良い子に（出生）

　　たいすけ
高野泰介ちやん武・良子さん

　　（3男・松代・たけよし）

　男　　2，410人　　（一23人）

　女2，491人（一24人）

　計4，901人（一47人）
世帯数1，487世帯（一9世帯）

　出生1人　　死亡5人
　転入26人　　転出69人

　　　　（6年3月末日現在）

一人口の動き一

圖
園
圓
圃

▼
春
は
異
動
の
季
節
で
す
が
、
小
生
も

こ
の
度
、
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
広
報

を
担
当
し
た
四
年
間
は
、
皆
さ
ん
か
ら

話
題
の
提
供
、
励
ま
し
の
言
葉
な
ど
を

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
大
過
な
く
（
小

過
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
）
、
任
務

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
を
お
借
り
し
て
、
お
礼
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▼
当
初
は

紅
顔
だ
っ
た
顔
も
、
今
で
は
す
っ
か
り

厚
顔
と
な
り
、
ひ
び
割
れ
も
始
ま
り
そ

う
で
す
の
で
、
こ
の
辺
が
ち
ょ
う
ど
潮

時
の
よ
う
で
す
。
幸
い
、
後
任
の
担
当

は
紅
顔
で
通
せ
そ
う
な
、
ア
イ
デ
ア
豊

富
、
セ
ン
ス
抜
群
と
、
美
辞
麗
句
を
並

べ
た
ら
切
り
が
な
い
と
い
う
方
で
す
の

で
、
早
く
も
来
月
号
が
楽
し
み
で
す
。

話
題
の
提
供
、
今
ま
で
以
上
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　ご冥福を祈ります（死亡）

宮澤正雄さん　　　　76歳

　　　　　　（下山・とな｝））

柳　厚子さん　　　　60歳

　　　　　　（犬伏・惣ぜん）

山本重助さん　　　　85歳

　　　　　　　（犬伏・大門）

若月由一郎さん　　84歳

　　　　　　　（海老・大下）

宮澤義孝さん　　　　67歳

　　　　　　　（下山・親家）

　　oこわず
　あくさい　　ひゃくねん　　　ふさく

＊悪妻は百年の不作

せっかくめとった妻が悪妻だと

その不幸は自分だけにかぎらず、

その影響は子や孫の代までつい

てまわるものだということ。
　あく　じ　せん　り　　　はし

＊悪事千里を走る

悪い行いや悪い評判、うわさと

いったものは、あっという間に

千里遠くにいる人にまで知れわ

たってしまっといっこと。
　あく　じ　み

＊悪事身にかえる

自分が犯した悪い行いの報いは、

いつかは結局自分自身にかえっ

てくるものだといっこと。
　　　　　　　み　　　　　　で　　　さび
　　　　　　→身から出た錆
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